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ABSTRAK

Rani Apriliana. 2021. Pengaruh Pembelajaran Daring Terhadap Motivasi dan
Kebiasaan Belajar Siswa Pada Pelajaran Bahasa Jepang. Skripsi. Program Studi
Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta.

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui dan menganalisis pengaruh
pembelajaran daring terhadap motivasi dan kebiasaan belajar serta hubungan
antara motivasi dan kebiasaan belajar siswa SMK pada pelajaran bahasa Jepang
di Kecamatan Pulo Gadung.

Penelitian dilakukan menggunakan kuesioner secara online berupa Google Form
kepada siswa SMK swasta di kecamatan Pulo Gadung yang mempelajari bahasa
Jepang secara daring, yaitu SMK L’PINA Jakarta dan SMK Diponegoro 1 Jakarta.
Metode yang digunakan pada penelitian ini adalah metode survei dengan
pendekatan deskriptif kuantitatif. Populasi yang digunakan pada penelitian ini
adalah seluruh siswa SMK L’PINA Jakarta dan SMK Diponegoro 1 Jakarta yang
mempelajari bahasa Jepang berjumlah 343 siswa. Teknik pengambilan sampel
yang digunakan adalah teknik Purposive Cluster Random Sampling dengan
mengambil 30% dari jumlah populasi sehingga sampel dalam penelitian
berjumlah 103 responden. Instrumen penelitiannya menggunakan kuesioner,
wawancara, dan studi kepustakaan. Untuk mengambil data pembelajaran daring
(X), motivasi belajar siswa (Y1) dan kebiasaan belajar siswa (Y2) didapatkan
dengan cara memberikan kuesioner secara online kepada responden. Teknik
analisis data yang digunakan adalah uji persyaratan analisis yang terdiri atas uji
normalitas, uji homogenitas, uji linearitas, uji regresi linear sederhana, koefisien
determinasi, serta uji hipotesis yang terdiri atas uji t dan uji korelasi.

Berdasarkan hasil analisis data dapat disimpulkan bahwa Pembelajaran Daring
berpengaruh positif dan signifikan terhadap Motivasi Belajar karena nilai thitung >
ttabel, yaitu 9,288 > 1,984 dan nilai Signifikan 0,000 < 0,05, berarti Ho ditolak dan
Ha diterima sehingga menunjukkan bahwa Pembelajaran Daring pada pelajaran
bahasa Jepang memiliki pengaruh positif dan signifikan terhadap Motivasi
Belajar Siswa. Pembelajaran Daring berpengaruh positif dan signifikan terhadap
Kebiasaan Belajar karena nilai thitung > ttabel, yaitu 10,711 > 1,984 dan nilai
signifikan 0,000 < 0,05, berarti Ho ditolak dan Ha diterima sehingga
menunjukkan bahwa Pembelajaran Daring pada pelajaran bahasa Jepang
memiliki pengaruh positif dan signifikan terhadap Kebiasaan Belajar Siswa. Serta
nilai signifikansi < 0,05, yaitu 0,000 < 0,05, maka dapat dinyatakan adanya
hubungan antara variabel Y1 dengan Y2. Derajat hubungan antara Motivasi
Belajar Siswa dengan Kebiasaan Belajar Siswa memiliki nilai korelasi Pearson
sebesar 0,785, maka termasuk ke dalam kategori kuat.

Kata kunci: Pengaruh, Pembelajaran daring, Motivasi Belajar, Kebiasaan Belajar,
Bahasa Jepang, Penelitian Survei
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ABSTRACT

Rani Apriliana. 2021. The Impact of Online Learning on Students’ Motivations
and Habits in Studying Japanese (A Survey Study on Vocational High School
Students’ in Pulo Gadung Sub-district). Bachelor Thesis. Japanese Language
Education, Faculty of Language and Arts, Universitas Negeri Jakarta.

This study aims to determine: 1) The impact of online learning on students'
motivations to learn Japanese; 2) The impact of online learning on students' study
habits in Japanese language lessons; 3) The relationship between students'
motivations and study habits in Japanese language lessons. This research is based
on the background that online learning can affect students' motivations and study
habits during the Covid-19 pandemic that occurred in SMK students in Pulo
Gadung District, namely SMK L'PINA Jakarta and SMK Diponegoro 1 Jakarta.
This research is a survey research with a quantitative descriptive approach. The
research instrument used a questionnaire, interviews, and literature study. In this
study using the theory of online learning, motivations and students’ study habits.
The results of this study are: 1) Online Learning has a positive and significant
impact on Learning Motivations because the value of tcount > ttable, which is 9.288
> 1.984 and a Significant value of 0.000 < 0.05, meaning Ho is rejected and Ha is
accepted so that it shows that Online Learning in language lessons Japan has a
positive and significant influence on Student Learning Motivation; 2) Online
Learning has a positive and significant impact on Study Habits because the value
of tcount > ttable, which is 10.711 > 1.984 and a significant value of 0.000 < 0.05,
meaning Ho is rejected and Ha is accepted, indicating that online learning in
Japanese lessons has a positive and significant influence. on Student Study Habits.
And the significance value <0.05, ie 0.000 <0.05, it can be stated that there is a
relationship between the variables Y1 and Y2;3) The degree of relationship
between Student Learning Motivation and Student Study Habits has a Pearson
correlation value of 0.785, so it is included in the strong category.

Keywords: Impact, Online Learning, Learning Motivations, Study Habits, Japanese
Language, Survey Research
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日本語の授業に学生のモチベーションと学習習慣に対するオンライン学
習効果

(プロガデュン地区にある専門学校の学生に関する調査研究)

ジャカルタ国立大学

ラニ・アプリリアナ

rani.apriliana30@gmail.com

概要

A. 背景
コロナの普及は、世界中の人々にとって新しいことである。これ

により、世界のさまざまな国が封鎖を行うことを決定した。その 1つ
がインドネシアである。多くの国で蔓延しているコロナウイルスの蔓
延を防ぐために封鎖活動が行われている。インドネシアでは、2020

年 3月から現在に至るまで、コロナ感染の影響が始まっており、オン
ラインでさまざまな活動が行われています。教育ユニット環境でのコ
ロナウイルスの蔓延を防ぐために、教育文化大臣（Kemendikbud）は、
2020年 3月 9日に 2020年の通達第 3号を発行した。これには、14件
の控訴が含まれている。オンライン学習クラスを開催する。

基本的に、オンライン学習は、コロナのパンデミックの際に、教
師や友人と直接会ったり、集まったりすることなく、生徒が教育と学
習のプロセスを簡単に実行できるようにすることを目的としている。
コロナのパンデミックの間、インドネシアのすべての学校、特にジャ
カルタでは、学校で混雑を引き起こさないようにオンライン学習を実
施することを余儀なくされた。政府はまた、コロナウルスの感染を減
らすことを試みている。ただし、オンライン学習は想像したほど効果
的ではない。実際、オンライン学習にはいくつかの欠点もある。たと

mailto:rani.apriliana30@gmail.com
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えば、教師と生徒、さらには仲間の生徒とのやり取りが不足している
ため、教師はオンライン学習を効果的に実行できるように解決策を見
つける必要がある。

上記のオンライン学習に関連して、Adhetya Cahyaniらが書いた
「コロナパンデミック時代のオンライン学習における高校生の学習動
機」というタイトルのジャーナルからの研究結果もある。 コロナパ
ンデミック状況の真っ只中にあるオンライン学習に参加する。高校生
のやる気を低下させる要因はいくつかある。つまり、学習環境の状態
が生徒の学習意欲の低下に影響を及ぼする。助長的で支援的な学習条
件により、設定された学習目標を効果的かつ効率的に達成できるため、
学生は学習により熱心になる。オンライン学習を行う際の高校生の意
欲の低下の結果として、学校、特に高校/職業学校で教える教師は、
オンライン学習中に学生の学習成果を低下させる可能性のある家庭で
の学生の学習習慣について心配するようになりますパンデミックの間。
この調査では、研究者は、さくらのオンライン教科書を使用して日本
語を勉強している専門学校生に、Googleフォームの形式でオンライ
ンアンケートを配布することによって調査調査を実施する。調査研究
は、プロガドゥン地区のジャカルタの SMK L'PINAとジャカルタの
SMK Diponegoro 1の学生を対象に実施された。これらの 3つの専門学
校は、日本語の授業を学校で学ぶ外国語のローカルコンテンツの授業
の 1つにする私立の専門学校であるため、研究対象としてランダムに
選択された。ただし、２つの学校はそれぞれ異なる認定を受けている。
この認定の違いは、通常、特にパンデミック時のオンライン学習プロ
セスにおいて、教育の質の高低を決定する可能性がある。そうするこ
とで、研究者は学校で日本語をオンラインで学習するときに学生に発
生する問題を探すことができる。これは、通常コロナパンデミックの
間に行われる学生の動機と学習習慣をレビューすることによって調査
される。このオンライン学習が学生のモチベーションと学習習慣に影
響を与える可能性があるかどうか。学生のモチベーションと学習習慣
がオンライン学習の影響を受ける可能性がある場合、



vii

このオンライン学習の質を高めて、学生の学習のモチベーション付け
をさらに高め、学生の学習習慣を改善する必要がある。

したがって、研究者は、上記の説明に基づいて、「日本語の授業
に学生のモチベーションと学習習慣に対するオンライン学習効果(プ
ロガデュンにある専門学校生に関する調査研究)」という定量的記述
的アプローチの調査方法を使用して研究を行う予定のタイトルである。

B. 問題提供

研究者は本研究の問題の設定を次のように定式化する

1. オンライン学習は日本語授業に学生のモチベーシに対して、どの

ような効果があるか。

2. オンライン学習は日本語授業に学生の学習習慣に対して、どのよ

うな効果があるか。

3. 日本語のオンライン学習に学生のモチベーシと学習習慣は関係が

あるか。

C. 解決

本研究は、1月から 6月までのオンライン行った、プロガデュン

地区にあるオンラインで日本語を勉強するの専門学校生に、すなわち、

ジャカルタのSMK L'PINAとジャカルタのSMK Diponegoro 1である。

オンラインでアンケートとインタビューは 2021年 6月 25日から 28

日まで行われた。本研究の方法は定量的アプローチによる調査方法で

ある。この研究の対象は、プロガデュン地区の 私立専門学校の学生、

すなわち、ジャカルタの SMK L'PINA の学生とジャカルタの SMK

Diponegoro 1の学生である。そして、サンプルはオンラインで日本語

を勉強する学生である。サンプル数は 103 人である。
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研究器具はアンケートとインタビューである。調査アンケートは

日本語の授業に学習のモチベーションと学習習慣に対するオンライン

学習の利用の意見と欠点とプラス効果を見つかることを目的としてい

る。本研究の楽器は、アンケート、インタビュー、文献である。

5%ｔ表の有意水準に用いた上記の記述に基づいて、1,984であり、

ｔ数は 9,288 である。だから、ｔ数はｔ表よりも大きいと言える

（9,288 > 1,984）。ということは、Haは受けいられ、Hoは拒否され

る。このデータの分析の研究結果によると、日本語の授業に学生のモ

チベーションと学習習慣に対するオンライン学習効果はポジティブ効

果がある。

係数 a

モデル

標準化されていな
い係数 標準化係数

t数 Sig.B Std. Error ベータ

1 (定数) 43.797 8.939 4.900 .000

オンライン学習
(X)

1.068 .115 .679 9.288 .000

a. 従属変数：学習のモチベーション（Y1）

係数 a

モデル

標準化されていない
係数 標準化係数

t数 Sig.B Std. Error ベータ

1 (定数) 5.833 4.893 1.192 .236
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5%ｔ表の有意水準に用いた上記の記述に基づいて、1,984であり、

ｔ数は 10,711 である。だから、ｔ数はｔ表よりも大きいと言える

（10,711 > 1,984）。ということは、Haは受けいられ、Hoは拒否され

る。このデータの分析の研究結果によると、日本語の授業に学生の学

習習慣に対するオンライン学習はポジティブ効果がある。

上記の表の結果から、有意値<0.05、つまり0.000 <0.05であるこ

とがわかり、Y1変数と Y2変数には関係または相関があると言える。

変数 Y1（学生の学習のモチベーション）と Y2（学生の学習習慣）の

関係の程度は、ピアソン相関値が 0,785 であり、強いカテゴリに含ま

れる。

オンライン学習
(X)

.674 .063 .729 10.711 .000

a. 従属変数：学習の学習習慣 (Y2)

相関関係

学習のモチ
ベーション

(Y1)

学習の学習
習慣 (Y2)

学習のモチベーシ
ョン (Y1)

ピアソン相関 1 .785**

Sig. （2テイル) .000

N 103 103

学習の学習習慣
(Y2)

ピアソン相関 .785** 1

Sig. （2テイル) .000

N 103 103

**. 相関は、0.01レベルで有意である（2テイル）
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103人の学生に66問分のアンケートに基づいて、日本語の授業に

に対するオンライン学習効果は良いである。日本語の授業でオンライ

ン学習システムを利用することで、プラットフォームやインターネッ

トをうまく活用できるため、生徒は自主的に学び、より深く探求する

ことができる。 さらに、オンライン学習は、将来的にテクノロジー

が得意な新世代になるように学生を訓練することもできる。

D. 結論

この調査の結果に基づいて、オンライン学習は、日本語授業における
学生のモチベーションと学習習慣に大きな影響を及ぼする。これは、パ
ンデミックの際に1年以上実施されてきたオンライン学習システムが、イ
ンドネシアの教育セクターに大きな影響を与える可能性があることから
明らかである。若い世代の知性のための学習リソースである。ますます
発展しているオンライン学習システムにより、技術の進歩に備える世代
を生み出すことができ、より良い学習習慣を形成するために常に自分自
身を探求する学生の学習意欲を高めることができる。
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